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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
干
支

（か
ん
し
、
え
と
）
の
中
で
も

一
番
知
名
度
が
高
い
と
思
わ

れ
る
丙
午

（ひ
の
え
う
ま
）
で
す
。
ク丙
´
は
燃
え
盛
る
太
陽
、
午
の
刻
が
正

午
に
あ
た
る
こ
と
か
ら

ク午
ク
は
暑
い
最
中
の
馬
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
太
陽

Ｘ
太
陽
で
、
激
し
い
陽
の
力
で
す
。
令
和
的
に
は
、
浸
画

「鬼
減
の
刃
」
の
煉

獄
杏
寿
郎
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

前
回
は
６０
年
前
の
昭
利
４１
（１
９
６
６
）年
。
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
直
前

で
し
た
が
、
ク
ひ
の
え
う
ま
の
女
性
は
…
ク
の
日
本
特
有
の
迷
信
な
ど
で
生
み

控
え
が
生
じ
、
出
生
数
が
前
年
比
２５
％
減
、
数
に
し
て
約
５０
万
人
減
少
し
ま
し

た

（そ
れ
で
も
１
３
６
万
人
―
）
。
現
代
は
、
令
和
に
始
ま

っ
た
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
、
婚
姻
数
や
出
産
数
を
さ
ら
に
押
し
下
げ
、
令
和
７
年
の

出
生
数
が
約
Ｚ
万
人
で
す
。
近
隣
を
見
て
も
、
湖
西
市
新
居
小
学
校
、
１０
年
前

は
１
学
年
５
ク
ラ
ス
あ
り
ま
し
た
が
、
令
利
７
年
は
２
ク
ラ
ス
と
激
減
し
て
お

り
、
運
動
会

（最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
に
見
学
に
行

っ
た
折
に
は
、

少
子
化
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

丙
午
で
生
み
控
え
が
生
じ
る
ほ
ど
の
昭
和
の
日
本
で
し
た
が
、
現
在
に
お
い

て
も
世
界
的
に
は
日
本
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
‐４８
国
中
１１８
位

で
、
男
女
の
格
差
が
大
き
い
国
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
１０
年
前
に
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性
活
躍
推
進
法
ク
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
に
見
え
た
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
令
和
７
年
に
遂
に
ガ
ラ
ス
の
天
丼
が
破
ら
れ
、
日
本
初
の

女
性
総
理
大
臣
　
高
市
早
苗
氏
、
及
び
初
の
財
務
大
臣
　
片
山
さ
つ
き
氏

（静

岡
県
７
区
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
令
和
の
丙
午
は
政
治
の
舞
台
で
、
女
性
が
活

躍
し
た

一
年
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

病
院
は
男
性
よ
り
女
性
の
人
数
が
多
い
職
場
で
す
。
浜
名
病
院
で
毎
朝
開
か

れ
る
管
理
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
、
男
女
比
が
４

一
６
で
女
性
が
多
く
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
を
意
識
し
な
い
組
織
で
す
。
医
療
業
界
は
暗
い
話
が
多
く
な

っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
閉
塞
感
が
漂
う
日
本
社
会
が
明
る
い
方
向
に
転
換

し
、
湖
西
市
の
地
域
医
療
が
充
実
の
兆
し
を
見
せ
る
、
丙
午
の

一
年
に
な
る
よ

う
に
願
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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浜名病院広報委員会

拿無 8年 冬

238そ

浜名病院ホームヘ
°一ゾ

http.//www.hamara

?{atnnan Xr:.tpital

浜
名
病
院
は
人
間
的
な
温
か
み
に

あ
ふ
れ
た
医
療
と
介
護
の
先
進
病
院

と
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

『
安
心
と

信
頼
』
を
提
供
す
る
。

浜
名
病
院
の
理
念
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こ
の
た
び
ご
縁
が

あ
り
、

浜
名
病
院

整
形
外
科

へ
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、

下
村
　
健
と
申
し
ま
す
。
私
は
三
島
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
浜
松
医
科
大
学
を
卒
業
後
、

整
形
外
科
医
と
し
て
の
研
鑽
を
積
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
医
師
と
な

っ
て
６
年
目
と

な
る
現
在
ま
で
、
静
岡
市
立
静
岡
病
院
や

浜
松
赤
十
字
病
院
な
ど
、
静
岡
市

・
浜
松
市
を
中
心
に
勤
務
し
、
多
く
の
患
者

さ
ま
の
治
療
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
生
活
環
境
や
患
者
さ
ま
の
背
景
に
触
れ
、
医
療
者
と
し
て

の
視
野
を
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
、
神
経
と
い
っ
た
運
動
器
の
あ
ら
ゆ
る

疾
患
を
取
り
扱
う
診
療
科
で
す
。
私
は
そ
の
中
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
交
通
事
故
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
と
い
っ
た
急
性
外
傷
、
そ
し
て
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の

膝
関
節
疾
患
を
中
心
に
診
療
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
痛
み
や
歩
行
の
不
安
は

日
常
生
活
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
た
め
、
患
者
さ
ま

一
人
ひ
と
り
の
生
活

ス
タ
イ
ル
に
寄
り
添
い
、
で
き
る
限
リ
ス
ト
レ
ス
の
な
い
毎
日
を
取
り
戻
す

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
に
は
手
術
だ
け
で

な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
動
作
の
工
夫
、
装
具
療
法
な
ど
幅
広

い
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
希
望
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
最
適
な

治
療
方
法
を

一
緒
に
選
ん
で
い
く
医
療
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
こ
の
地
域
で
働
く
に
あ
た
り
、
生
ま
れ
育

っ
た
静
岡
県
で
引
き

続
き
医
療
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
整
形
外
科
医
を
目
指
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
身
体
の
痛
み
や
違
和
感
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
安
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
挨
拶

整
形
外
科
　
下
村
　
健

eo4trso4&oo4&€e'&se4heu'8.se*€q&Je*€ot{&JO*JO'N&Jo*so*ee*se*re'&eel&€e+eo4tr€o4&so*€o*$e8se*€o'Niio*€o'lhJo*€e4tr€e*€e8€e*eJ

gル・
二
´
驚L
「 亀_機 疑 攀封卍薇痣岬予

2025年 11月 17日 (月 )、 浜名病院恒例の健康講座を開催し、「フレイル」をテーマに当院の栄養士、リハビリスタッ

フより、予防対策についてご紹介させていただきました。

栄養のお話では、『タンパク質』を効果的に摂る方法が紹介されました。手のひらサイズの魚やお肉を食べて摂取し

たり、卵やお豆を料理に追加したり、日頃のちょつとした工夫で元気になれるお話に、皆さんうなずきながら熱心

に耳を傾けておられました。

また、リハビリのお話では、椅子に座った姿勢での体操が紹介さね、皆さん積極的に楽しく実践されていました。

最後に皆さんで『タン活・筋トレ』とコールして締めくられました。

今年行われる健康講座へもぜひお越しください。
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令和ア年11月 21日 (金)に「秋の運動会 風船バレー」を行いました。
風船がふわりと舞い始めると、ベッドで過ごされている入所者の皆様もそつと手を伸ばしたり、目で追いかけたり

と、普段の生活ではなかなか見られない表情があふれ、周りの職員も思わず笑顔になりました。風船が次々と飛び

交うと、「わあ |」 という明るい声が上がり、入所者様も職員も一緒になつて風船を投げ合い、病棟が笑い声と歓声

で包まれました。

多くの入所者様と職員たちの参加により、病棟全体で盛り上がって、とても楽しいレクリエーションとなりました。
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11・ 12月の作業レクリエーシ∃ンとして、クリスマスリー

スを手作りしました。様々な色や柄の布を利用者様に小

さく裁断していただき、それをリング状の発泡スチロー

ルに当て、箸を使って刺し込んでいき、最後にリボンと木

の実を飾り付けて完成です。皆さん、布の柄の位置を考

えながら刺しておられ、組み合わせ方でリースの雰囲気

も変わり、一つ一つがとても素敵な作品となりました。
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鱚揚覺覇醸業鮨冬

令和7年 11月 28日 (金 )、湖西市協働で岡崎小学校にて小学生職業請話を行いました。

小学6年生の児童全 116名を対象に、浜名病院で働く様々な職種の紹介と役割、また、

実際に働いている様子を写真付きで説明させていただきました。

近年、医療・介護・福祉の分野でも仕事の担い手が不足傾向にあります。医療・介護・

福祉の仕事は大変な時もありますが、患者様やご家族の笑顔が見られた時や感謝の言

葉をいただけた時など、とてもやりがいを感じる時もあります。今回の講話をきつかけ

に、将来浜名病院で働いてくれる児童が現れてくれたらうれしく思います。

~    
● 1:ギ:麟て,ザまま

=豊
孝

空気が乾燥し気温の低くなる冬は、感染症・冑腸炎などが流行しやすい時期です。今回も体を守れるよう、冬が

旬の食材とともに腸活を意識した献立をご紹介します。

ギャベツ …ビタミンCが豊富。水溶性と不溶性の食物繊維を含む。
根゙深ネギ ー青い部分 :β カロテン (抗酸化作用・粘膜を強化し免疫機能を正常化)やビタミンCが豊富。

ぬめりには水溶性食物繊維が豊富。
白い部分 :オ リゴ糖・硫化アリル (抗酸化作用・血流改善など)が豊富。

に゙んじん … βカロテン・水溶性と不溶性の食物繊維を含む。
S鱈 (タラ)― タンパク質・ビタミンB12が豊富。

ビタミンCは風邪・重症化予防、すだち・生姜などの薬味は減塩に役立ちます。高塩分食は腸内の乳酸菌を減ら
し免疫に悪影響を及ぼすと言われますので味付けも参考にしてください。

血圧の目標値 6年ぶりの改訂 !

エネルギー 192kcal
炭水化物 10.4g(うち食物繊維 2.2g)

たんぱく質 16.2g
脂質 2.8g

食塩相当量 1.4g(塩分濃度0.9%)

材 料 (1人分 )
作り方

聰 鱈 (タラ)… 80g(大 1切れ)
艤 キャベツ … 30g(中 1枚 ) .:キャベツを一□大、ネギを斜め薄切り、人参を千切りにしておく。
根深ネギ  30g(1 5cm程度)   ―生姜をおろし‐の調味料と混ぜ合わせる。
人参 … 10g           _・ アルミホイルを30cm程に切つて縦に置き、(タラが横向きとなるよう)中央にキャベツを
ごま,由  小さじ1/2        敷き、ネギ・人参をのせ、タラを置く。
すだち (他の村橘類可)… 小1/2個    ごま油を回しかけ■|をタラの上にのせる。

●生姜・…5g(小 1/2片 )
re白味噌…小さじ1.5弱
AOみりん・̈ 小さじ1/2
、0砂糖…小さじ1/2

鶏アルミホイルの上下の端を持ち上げて合わせ、ふんわりと2・ 3回折り込み、左右も2・ 3回

折る。

`【
トースター・グリルの場合】10～ 15分加熱。
【フライパンの場合】フタをして中～弱火で10分程加熱。
|=アルミホイルの上下の端を開き、すだちを絞って完成。

受付時間 午前8:00～ 12:00`午後1:30～ 5:30

診察時間 午前9:00～ 12:00午後3:00～5:45

休診日 木曜日・土曜日(午後)日曜日・祝祭日
時間外救急対応
(専門外の場合がありますので、ご連絡ください。)

浜名病院 湖西市新所岡崎梅田入会地 15番地のア0
電話 053-577-2333(代 )
FAX 053-577-2483(代 )
Mait info@hamanakal.or.jp
編集 :広報委員会 委員長 :内山渕 難
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浜名病院
インスタグラム

浜名病院
ホームページ
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各診療において、受付時間および診察時間が異なる場合があります。詳しくは医事課までお問い合わせください。

外来診療 医師当番表に関しましては別紙またはホームページでご確認ください。
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